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はじめに
　グローバルスターディ１（韓国）の履修のため2009年８月30日から９月５日まで６泊７日間の日程で韓国を訪問
してきた。わずか１週間の滞在でしかなかったが、２つほど不思議に思えたので、レポートとしてまとめることと
した。一つは韓国でタクシーを乗る機会が数回あったが、その時の乗車料金の安さに驚いたので、韓国の交通機関
はどのような料金体系になっているのかを調べてみようと思った。もう一つは、教育熱が高いといわれている韓国
の学校へ訪問して韓国の学校教育の状況はどのようなことになっているのだろうと思った。レポートは二つの疑問
について調べたものである。
１．韓国の交通料金について
１. １韓国と日本のタクシーの事情
　まず初めに、割安感がかなりあった韓国のタクシーについて日本のタクシーを比較していきたい。
　まずは韓国のタクシー代の割安感の比較対象として日本のタクシー代について、新潟県の新潟市、長岡市を例と
して調べてみたい。新潟市のタクシーは、1300mまで乗る自動車の型にもよるが、初乗り610円、その後262m、走
行ごとに80円。その他にも、時間距離併用運賃１では、80円の加算となっている。長岡市のタクシーは、1500mまで
初乗り670円、その後283m走行ごとに90円。時間距離併用運賃では、90円の加算となっている２。その他、日本のタ
クシーでは、初乗り料金が地域によって料金設定がさまざまである。
＜写真１＞模範タクシー　　　　　　　　　　＜写真２＞一般タクシー
　次は、韓国のソウル近辺のタクシーを例に説明したい。韓国のタクシーは模範タクシーと一般タクシーの二種類
が日本でいう普通のタクシーである。一般タクシーと模範タクシーの違いは次のとおりである。黒塗りの模範タク
シーは、排気量が1,900㏄以上の高級車で、多くは3,000㏄以上である。また、上手ではないが、日本語等の外国語が
話せる運転手が比較的多く、サービス・安全性が比較的良い分、割高になっている。そして、一般タクシーは、日
〔海外研修の記録〕
韓国の交通事情と教育事情について
木　村　亮　太
（長岡大学経済経営学部環境経済学科３年生）
1   高速道路利用以外で、時速10㎞以下での走行の場合利用される。
2  『taxisite』http://www.taxisite.com/ ／ 2010 ／ 01 ／ 19
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本語等の外国語が話せない運転手が多く、排気量1,900㏄未満の車が使用されている。
　運賃は、一般タクシーは、２㎞で基本料金が2,200ウォン～ 2,400ウォンである。その後の追加料金は、約140 ～
150mで100ウォンである。模範タクシーは、３㎞で基本料金が4,500ウォン。追加料金は、約160mで200ウォンとな
っている３。
　日本の一人当たりのGDPはおよそ3.85万ドル、韓国の一人当たりのGDPはおよそ1.95万ドルと、およそ２倍違って
いる４。次に、タクシー乗車料金３㎞あたりの料金を５人乗りの中型車で比較してみると日本はおよそ1,170円（上
記の新潟市で計算）、韓国は、上記から一般タクシーがおよそ232 ～ 248円（日本円で100ウォン８円。2009年12月末）、
模範タクシーなら360円となる。３㎞あたりの料金で比較してみると日本のタクシーが韓国のタクシーよりもおよ
そ３倍～５倍高いことが分かる。上記までをみると韓国のタクシーは、日本のタクシーに比べて料金が非常に割安
であり、日本人の観光客にとっては割安感が強いため利用しやすい。
１．２バスと地下鉄の状況
　次に、韓国のバス・地下鉄について調べてみたい。
　まず韓国のバスについて述べたい。韓国の高速バスや観光用のマイクロバスは高速道路を利用する際、高速道路
に「バス専用線路」が設けられているため渋滞に巻き込まれて立ち往生をすることがあまりない。そのため観光を
する際は、レンタカーよりもバスを使った物の方が目的地には早く到着する可能性が高い。これは、韓国の地下鉄
は東京と比べまだ整備されている状況ではないため、一般市民にとっての「足」はバスである。それに、急速に自
家用車の普及が広がったため幹線道路は渋滞に見舞われる。だから、大衆が使うバスの専用線が登場したのである。
　また、日本とは違い、基本的に料金は距離によって異なるが、日本のように細分されていない。それで、かなり
長い距離でも運賃がかなり安い。そして、65歳以上、障害者や国家有功者の運賃が無料であり、驚いた。高齢化が
進む日本でこのような運賃体系は成り立たないと思ったからである。最後に、バスは「T-money」のようなIT技術
を活用した電子マネーが広く利用されている。
　次は韓国のソウル市内バスであるが、以下の５種類のバスが走っている。
ブルーバス……………ソウル市内の中でも長距離を走る幹線バス
グリーンバス…………幹線バスや地下鉄との連結、乗り換えより便利にし、地域と地域を結ぶ支線バス。
マウル（町）バス……支線の中でも近距離を移動するための低賃金バス
イエローバス…………ソウル都心・副都心を回る循環バス
レッドバス……………首都圏とソウル都心部を急行で結ぶ広域バス。独立料金体系。
＜表１＞　ソウル市内のバス乗車運賃
バスの種類
交通カード
「T-money」
現　　金
一　般 青　年 子　供
ブルー（幹線）・グリーン
　（支線）バス
900 1,000 450
イエロー（循環）バス 700 800 350
レッド（広域）バス 1,700 1,800 1,200
マウル（近距離）バス 600 700 550 300
※金額はウォンで表示である。
※外国人旅行者は、年齢に関係なく一般のT-moneyのみ購入可能。
※韓国のバスは、空港バスを除いて5,000ウォン、10,000ウォンがほとんど使えない。
　（出所）『韓国旅行情報「コネスト」』
3   『韓国旅行情報「コネスト」』／ http://www.konest.com/data/home.html ／ 2010 ／ 01 ／ 18
4  『フリー百科事典「ウィキペディア（Wikipedia）」／ 2010 ／ 02 ／ 20
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　首都圏には地下鉄、１～９号線、盆唐線、中央線、京義線、仁川地下鉄、空港鉄道があり、それぞれの線にシン
ボルカラーがある。
　一般（19歳以上～ 65歳未満）、 青少年（13歳以上～ 19歳未満）、 子供（６歳以上から13歳未満）の料金区分をしている。
65歳以上であれば無償で利用できる。バスの運賃と同じである。
＜表２＞　韓国地下鉄の運賃
区　　分 T-money 乗車券
一　般（満19歳以上） 900 1,000
青少年（満13歳～ 18歳） 720 1,000
子　供（満６歳～ 12歳） 450 500
※金額はウォンで表示である
※外国人の場合は、青少年の交通カード・T-moneyの利用は、韓国居住者の方のみ
※６歳以下の乳幼児の場合は、乗客１人が同伴すれば３人まで無料乗車可能
※10 ～ 40㎞：５㎞ごとに100ウォン追加
※40㎞以上：10㎞ごとに100ウォン追加
　（出所）『韓国旅行情報「コネスト」』
　結果としてみると、ソウル近辺の交通機関は日本人観光客にとっては利用しやすい金額となっている。しかし、
利用する場合は韓国旅行情報の『韓国旅行情報「コネスト」』等をみて乗車時の注意事項等を確認した方が良いと
いうことが分かった。
　しかし、調べていくうちに一つの疑問が生じた。「韓国は石油をほぼ100%輸入する国である。つまり輸入時の石
油の値段は日本と同じはずなのに、なぜ韓国の交通料金はあれほど安いのか」ということである。その結果、実際、
所得の低い一般市民層は、相当経済的に助かると思われる。韓国政府が所得の再配分をしている可能性があると思
った。
　そして、何よりも特記すべきことは、交通料金体系から見えた韓国社会の一面だが、65歳以上、障害者や国家有
功者の運賃は無料であり、非常に大事にしているということである。儒教の国だから、選挙があるから等々の理由
が考えられるが、理由は別として日本との大きな違いである。その人たちを社会が大切にしているということでは
ないだろうか。
２．韓国の教育状況
　つぎに、韓国の学校見学や現地の旅行ガイドから「韓国の教育熱は異常だ」という話を聞いたので、韓国の教育
の状況がどのようなものになっているかに興味を持った。
　韓国は、世界的にも教育熱心な国だと知られている。アメリカのオバマ大統領も韓国の教育熱心さに何度もふれ
ている。韓国の教育は、とにかく早い。日本では、教育現場に任せる傾向がまだ依然として強いが、韓国では、初
等教育に入学する前に事前学習（読み書きと簡単な足し算と引き算）をすでに終えている状態で臨むのが当たり前
であり、事前学習を終えていなければ、生徒たちが苦しい学校生活が待ち受けているようである。
　韓国の中学では、一般的に住んでいる地区の指定されている中学校に入学することになっている。そこで、地区
によって教育の善し悪し（地元高校の一流大学進学率）があるため、韓国の人の中には良い教育を受けさせるために、
住む場所を変える人がいる。具体的には親の所得水準が高い地域が人気学区となっているため、所得水準が高くな
い親でも子供のためには物価が高い人気学区に引っ越すということである。その背景には、「孟母三遷之教」とい
う韓国ではだれもが知っている中国の古事がある。その内容は次のとおりである。中国の思想家である孟子の子供
のころ、墓地の近くに住んでいたところ、葬式のまねばかりしていて勉強は全くしなかった。それを心配していた
孟子の母は町の中の市場の近くに引っ越した。引っ越した先では商売が頻繁に行われているところであった。する
と、孟子は今度は商売の真似ばかりをしていた。そこで孟子の母は、次に学校の近くに引っ越した。すると、孟子
が礼儀作法を真似、勉強に励んだという。このことから、韓国の母親たちは子供の教育環境を整ってあげるためなら、
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親としてせいぜい引っ越しくらいはしてあげなければならないという認識が広まったという。
　両親が頑張るわけだから、当の学生たちは頑張らないわけにはいかないだろう。高校入試のために中学校３年生
の約91％が塾を含めた私教育を約４時間以上行っている５。そのため、何らかの精神障害にかかる生徒が、全体の
３分の１になったため、1974年に「高校平準化制度」が導入された。これは、ある都市の高校入学試験を学校別に
行うのではなく、同じ試験問題で行い、一定の点数さえ超えれば、各学区にある高校に抽選で生徒たちの入学先が
決まるものである。これで課外授業のための親の経済的負担と学生の精神的重圧は軽くなったが、どんな人でもか
つての名門校に入学できるようになったため批判があったようである。80年代は塾に行くことも許されなかった時
期もあった。親の経済格差が子供の教育格差につながり、社会で不平等感が蔓延することを阻止するためだったと
言われるが、今は良質の教育を受ける自由を奪うということで問題になっている。韓国が軍事政権から民主化を成
し遂げたことから生じた現象である。もう一つは、子供の教育により多くのお金を使っても良くなったほど豊かに
なった証ともいえる。
　現在ではソウル、プサン等の大都市では施行されているが、そのほかの地域では非平準化を行っている地域もあ
る。
　次に高校に入学してからは、日本の高校ではごく当たり前のようにある「文武両道」、つまり部活動等の課外活
動をしながら学業をする人は、韓国にはほとんどいない。それはクラスごとの格言として “級訓−10分の勉強が女
房をかえる！−” が挙がるほどである６。
　その他にも日本の高校の状況とは違ったところがある。それは、日本でも有名大学に入学するため塾に通う人は
いるが、韓国では、親の教育費を少しでも軽減するために夜遅くまで、学校を解放して生徒たちに自主学習をする
場所を提供している。提供していると書いたが、現実では半ば強制的に残って自主学習をするようにしているとこ
ろがほとんどのようだ。これは日本では可能な場所も存在するが、公共交通機関が首都圏と地方とでは差が歴然と
しているため、実際に日本で行うと金額・時間の面で差があるため、そう簡単にはできそうもない。
　高校を卒業して大学に進むと、多くの男子学生は、１年次または２年次を終えると休学し兵役に就く。兵役につ
くまでの１、２年が今まで勉強漬けの反動からか多くの人が遊んでしまう状況である。そして兵役中に、学業への
情熱がよみがえり復学して熱心に勉強をする。日本には兵役が無い代わりに、入学してから刺激を周囲から受ける
機会を得るには自分から働きかけるしかない。
　韓国は、他国と比べ公共教育機関、民間の塾や習い事等の教育機関に懸ける費用が、OECDの平均を上回っている。
それはつまり、韓国家庭の台所事情が教育に懸けている大きさを示している結果ともいえるだろう。
　韓国の成績優秀者を見ると、最終的には費用を懸けた人がより成績が良いという結果が出てきている。また、そ
の中でも女子生徒に対して親は、お金を懸ける傾向が強い。また、海外留学、つまりは飛行乗車率も女子生徒が高い。
その背景にはやはり、国内での就職が男性に比べ女性の方が一段と厳しいからだともいえる。もしかすると、男子
学生の勉強意欲が弱まっていて、女子学生の方がまじめに勉強に取り組む人が多いため、親の支援も厚いのかもし
れない。
　韓国では、世界的に見ても高水準の教育が行われている。しかし、現状の韓国には、全くゆとりのない教育が行
われているため、どれほど学校の成績がよく優秀な生徒がいたとしても決して上手くいっているとはいえない。
４．レポート作成から感じた印象
　政府は所得の低い層や社会の弱者を大事にしている印象を強く受けた。それは韓国社会が経済発展を成し遂げる
ために社会に統一感、同質感を作り上げる必要があったのではないかと思われる。しかし、経済発展に伴い、富裕
層が増え続けることで、かつての統一感、同質感だけではうまくいかないのではないかと思う次第である。人間の
欲望を政治が抑えきることはできないのではなかろうか。
5  『韓国旅行情報「コネスト」http://www.konest.com/data/korean_life_detail.html?no=966 ／ 2010 ／ 01 ／ 18
6  同上
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